
　島根県邇摩郡仁摩町馬路町は、国道９号線から海の方

に位置する700戸程の集落からなる静かな町である。集

落に入るには４ヶ所の道が通じているが、山陰本線の背

の低いトンネルで遮断されたり、道が狭かったりで、ど

こからも今の大型観光バスは海岸線の近くまでは入るこ

とが出来ない。国道９号線のすぐ下にある駐車場に停め、

10分程ゆっくり散策しながら歩いて海に出る。集落に入

ると、肩を寄せ合うようにして建っている家々の間を小

さな路地が網の目のように通っている。

　琴ヶ浜は、そのような環境の下にある鳴り砂の浜である。

浜に流れ込んでいる川は、舟津側から、城上山の西山腹

から流れてきている1、2ｍ幅の小さな川、馬路琴ヶ浜郵

便局の側を流れる塩郷川と高山からの水を溜めて

いる御手洗郷池から乙見神社境内の右を通って流

れ込んできている新川、そして神子路地区を横切

る小さな短い川である。いずれも、その上流は、

緑豊かな高山（499m)と城上山（411ｍ）であり、

海を汚す工業地域やリゾートマンションなどは何

もなく、きれいな澄み切った水がいつも注ぎ込んでいる。

　琴ヶ浜は、サワガニが両手を広げたような優しい形をしている。その大きさは、

両端の最大距離は２kmで、ちょうど円を半分に切ったような入江で、その奥に

最大幅100ｍ長さ1.5kmの砂浜が横たわっている。両端は、右側に網屋港、左側

に舟津港そして一つトンネルを抜けたところに友港がある。舟津港は、今は小

さな木造の釣り船が２艘静かに停泊しているだけである。しかしその一艘はも

う海には出れないのではないかと思えるほどに朽ち

始めていた。

　琴ヶ浜は、住民の生活の場である。あたかも庭先

のように使われている。ワカメを干したり、天草を

晒したり、時には布団も防波堤に並べられている。砂浜では、夏は町民運動会、盆踊りが長年の

歴史を刻んで今に至っている。ここ数年は、若者向きのスポーツ、ビーチバレーが定例とて行われるようになった。何よりも、

沈む夕陽を見ながら砂浜に肩を並べる愛する二人のシルエットが絵になるところである。

　砂浜は、海岸線に沿って海側すべての所で美しく鳴ります。海岸線全体で鳴る浜は少ないようです。琴ヶ浜の鳴り砂は全国

でも優秀な鳴り砂です。この小さな浜でもよく観察すると、砂粒の大きさが場所によって違って

います。舟津の砂がもっとも細かく網屋側に行くにしたがって粗くなります。平成12年５月、舟

津に小説家を案内したとき、両手で掬う細い指の間から流れ落ちる砂の様子を見て「絹糸のよう

な流れの砂ですね。気持ちいい！」と表現してくれたことが印象的であった。

　仁摩町には、琴ヶ浜を始め、網屋港の突端、松ヶ鼻の向こうにひろでん、坂灘そして仁万漁港、

野浦浜の北側の大津辺の計4ヶ所の鳴り砂の浜があり、現在も鳴っている。鳴り砂は時季による音の発し方に変化があり、琴

ヶ浜以外の浜は、タイミング良く行かないといい音に出合わない。

■仁摩琴ヶ浜周辺MAP
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左：高山／右：城上山

島根県

絹糸のような流れの砂

琴ヶ浜（仁摩周辺）
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♪鳴り砂サンプル音再生ボタン

■大津辺（宅野）鳴り砂周波数解析図

Copyright(C)2000 NIMA SAND-MUSEUM All Rights Reserved

大津辺は小さな海水浴場になっている。昔は良くなっていたというが、

私が調査をはじめている今は、かろうじて鳴いているといったところで

ある。それでも、音の解析の結果では、間違いなく鳴り砂の音波形の特

徴を示している。
♪♪

♪鳴り砂再生ボタン

♪鳴り砂再生ボタン

■坂灘鳴り砂周波数解析図 ■ひろでん鳴り砂周波数解析図
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♪鳴り砂再生ボタン
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■琴ヶ浜鳴り砂周波数解析図 ■舟津鳴り砂周波数解析図
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仁摩町で一番大きな側が流れ込んでいる河

口である。砂浜も100ｍほどで、人はほとん

ど行かない。釣り客が通るくらいだと思わ

れる。鳴り砂の浜であるが、音の変化の激

しいところである。

坂灘の西側の小さな小さな浜で、ちょっと

時化ると砂が無くなってしまうほどの浜で

ある。タイミング良く行かないと砂浜が無

い場合がある。平らな岩盤が海に広く広が

っている。

琴ヶ浜の中央の位置で、琴姫様の碑がある

ところを海辺に行った所である。人が良く

行くところで、夏になると海水浴客で鳴り

が悪くなる。しかし、10月ころがまたきれ

いな音を発するようになる。

舟津橋の下に堆積している砂で、秋口からは乾燥し

ているときは少ない。鳴りは、粒度が小さい為に他

のところより高い音である。良く鳴ります。堤防の

コンクリートの隙間から静水がわき出ているが、こ

この砂は今も水中で鳴いている独特の感触がある。
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